
 
 

 

✧✧✧緊急地震速報の一般への提供開始に向けて 
 
＜１０月１日から一般へも提供＞ 
６月２１日（木）、気象庁は、緊急地震速報の一般への提供を本年１０月１日（月）から開始

すると発表しました。 
緊急地震速報の一般への提供開始に先立って、気象庁ではこれまでも、講演会やアンケート調

査を行い、国民への周知・広報を図ってきましたが、提供開始日が具体化されたことから、今後、
お天気フェアや防災フェアなどのイベント等を通じ、更にその周知・広報を推進していくとして
います。 
 
＜気象記念フォーラム開催＞ 
６月１日（金）、「第１３２回気象記念日フォーラム～緊急地震速報を防災に活かす～」が、気

象庁と日本放送協会の共催により日本教育会館にて開催されました。また、同会館において、緊
急地震速報利用者協議会（事務局：（財）気象業務支援センター）による「緊急地震速報関連機
器等の展示会」が同時開催されました。どちらも来場者が多数に上り、緊急地震速報への関心の
高さがうかがわれました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フォーラムのプログラムのひとつとして、当日放映された広報ビデオ「その時、あなたはどう

する！緊急地震速報のしくみと心得」は、緊急地震速報のしくみと心得を分かりやすく解説し、
緊急地震速報の普及を図ることを目的に気象庁により企画・制作されたものです。この広報ビデ
オは、気象庁ホームページからダウンロードできますので、会員のみなさまも是非ご覧ください。 
 
＜認知度に関するアンケート調査＞ 
６月６日（水）、気象庁は、緊急地震速報の一般向け提供に備え本年５月２５日から３０日に

かけて、全国約 2,000 人の 20～69 歳の男女を対象に実施したアンケート調査の結果を発表しま
した。 
 
 ○認知度 
 「緊急地震速報という名前を知っている」は 35％、「正確な名前は覚えていないが聞いたこ 
とがある」も合わせるとアンケート回答者全体の 84％となっています。 
 「知っている」または、「聞いたことがある」と回答した人について、情報の内容を正確に 
理解している人は両回答者の 39％となっています。 

 
 ○緊急地震速報の利用の心得の理解度 
  家庭や、集客施設、自動車運転中などの各場面で、緊急地震速報を受けた際の適切な行動に 
 ついての質問では、集客施設、自動車運転中での行動はどちらも 80％の人が適切な行動を選 
 択していますが、家庭における行動では、「何をさておき火を消す努力をする」が 58％で、行 
 動の心得の基本とされている「頭を保護し、丈夫な机の下などに身を寄せ、慌てて外へ飛び出 
 さない」は 39％でした。 
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＜今後の予定＞ 
・7～8月    …お天気フェア・防災フェアなど各種イベントの機会を利用した周知・広報の 

実施 
・8/30～9/5（防災週間前後） 
     …緊急地震速報を組み込んだ各地の地震防災訓練 
・9月上旬   …認知度調査（第 2回） 
・10 月 1 日(月) …緊急地震速報の一般への提供開始（予定日） 
 
 
 緊急地震速報の詳細やアンケート調査の詳細は、気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp）
「緊急地震速報について」のページをご覧ください。また、当センターホームページ 
（http://www.jmbsc.or.jp）にも緊急地震速報についてのお知らせ等を掲載しています。 
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